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平成２９年度 第３回生駒市行政経営会議  

 

案件１ 財政状況について（財政課） 

<概要> 

平成２８年度の決算状況を踏まえ、これから新規・主要事業ヒアリング、予算要求と

続いていく中で、改めて財政状況の周知を行う。周知概要は以下のとおり。 

・県税交付金、地方交付税の落ち込みから一般財源の減少が進行。 

・投資的事業が続いたこともあり、歳出総額が伸びている。特に目的別では教育費、

性質別では扶助費が顕著。 

・実質収支は平成２６年度までは１５億円を超えていたが、平成２７年度、２８年度

と激減。 

・市債残高は、庁舎の耐震改修事業や生駒北小中一貫校整備事業の影響もあり増加。

基金残高は微増。 

・財政指標においては、実質公債費比率は減少しているが、経常収支比率は５年ぶり

に９０％を超えた。 

・社会保障関係費が逓増し、公共施設の大規模改修等の課題が山積する中、今後は社

会保障関係費や教育費についても聖域化せず見直しを図る必要がある。 

<会議での結論> 了承 

【主な意見】 

・厳しい状況であることは理解したが、今後の一手としては何が考えられるか。 

→投資的経費を中心に、厳選、財政負担の平準化等を進めるしかない。 

・短期的には上記のとおりだが、人口減少時代を迎えるにあたり、中長期で考える必

要がある。骨格となる市の目標が必要。一方で、社会保障関係費の増加は全国的なこ

とでもあるので、国の動向を注視しているところ。 

 

案件２ 「生駒市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の検証について（政策企画推進課） 

<概要> 

「生駒市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の中で、「生駒市行政経営会議」におい

て、計画の進捗状況を検証するとなっていることを踏まえ検証を行うもの。有識者９

名から予めいただいた意見を参考に、具体的な施策ごとの評価を決定したい。 

１－１－１ 保育園の新設・機能強化  

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・担当課の努力を評価する。 

 

１－１－２ 幼稚園の保育機能の充実 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・幼稚園と小中学校との連携事業数がＫＰＩになっているが、連携事業数

を減らしたい意向があるところもあると聞く。取捨選択は必要と考える

のでＫＰＩにとらわれず尊重されたい。 
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１－１－３ 病児保育機能の強化 

【評価結果】Ｃ:一定の成果が得られた 

【主な意見】・ＫＰＩは病児保育設置件数となっており、現状値が１で目指す値が２

となっている。現在実施している事業所の利用者数は定員を下回って

おり、あえて増やす必要があるのか検討中である。現状の利用ニーズ

の把握に努め、周知方法を再確認し、より効果的な情報提供に努め、ま

ずは現在の事業所の利用者増を目指す。 

 

１－２－１ 子育て層を応援する情報提供の推進 

【評価結果】Ａ:高い成果が得られた 

【主な意見】・市ホームページへのアクセス数の増加は評価できる。情報が届きにくい

ページはあると思うので改善を進めて欲しい。 

 

１－２－２ 子育て層の交流促進 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・「はばたきみっき」の整備やパパセミナーなどの子育てイベントは評価

できる。 

 

１－２－３ 地域で子育てを見守る体制の強化 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・新生児・乳児訪問の実施率が前年度より向上していることは評価でき

る。マタニティコンシェルジュの設置などの効果もあるだろう。 

 

１－２－４ 地域活動への参加機会の創出 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・ママのプロボノ活動促進事業はメディアにも取り上げられた。プロボノ

活動後の地域での活躍事例が出てくればありがたい。 

 

１－３－１ 災害・犯罪等に対する安全性の向上 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】― 

 

１－３－２ 地球環境にやさしいエネルギー利用の推進 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・太陽光発電システムの設置基数は伸びが鈍化しているが、引き続き取り

組まれたい。 
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１－３－３ 住宅供給の推進 

【評価結果】Ｃ:一定の成果が得られた 

【主な意見】― 

 

１－４－１ 子育て世帯への経済的支援 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・子育て世帯の医療サービスに関する満足度が向上していることは喜ば

しい。 

・乳幼児健診受診率が低下していることについては、未受診者に対する

フォローを引き続き実施されたい。 

 

２－１－１ ワーク・ライフ・バランスの推進 

【評価結果】Ｃ:一定の成果が得られた 

【主な意見】・テレワークの推進については、テレワーク＆インキュベーションセン

ターイコマドのオープンが平成２９年３月であったことから、成果が

出ていないところ。 

 

２－２－１ 市内産業の活性化 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・設備導入等支援事業については、一定の成果は得ることができたと判断

し、見直しを検討されたい。 

 

２－３－１ ビジネスにつながる人的ネットワークの形成 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・ネットワークの形成の事例があればＰＲされたい。 

 

２－３－２ 起業に対するきめ細かな支援の充実 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・起業者支援融資に係る利子補給については、総合戦略会議の意見にある

ように、創業者にとって使いやすいものとなるよう、見直しを含め効果

的な手法を検討されたい。 

 

２－４－１ 子育て支援に関する事業活動の創出 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・ファミリーサポート事業については、利用件数の現在地は目指す値を上

回っているものの、引き続き認知度の向上を目指し取り組まれたい。 
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２－４－２ 介護・福祉分野における事業活動の創出 

【評価結果】Ｃ:一定の成果が得られた 

【主な意見】・補助対象を緩和しながら進めてきたものの、市内に研修できる事業所

が２か所しかないこともあり、資格取得支援者数が目標通りに進んで

いないところ。本来は県の事業であるが、県内で生駒市だけが県の補

助事業として行っている。 

 

２－４－３ 食に関する地域産業の創出 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】― 

 

３－１－１ イベントの開催 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・「イコマニア」がきっかけでまちづくりの参加者が増えればありがた

い。 

 

３－１－２ 文化芸術活動やｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動への参加機会の創出 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・生駒市スポーツ推進計画においても、子育て世代や女性のスポーツラ

イフが記載されたように、多方面から子育て世代や女性を応援している。 

 

３－１－３ 教育環境の充実 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】・１日３０分以上読書をしている児童生徒の割合が減少していることに

ついては分析が必要。 

 

３－１－４ 協働による魅力創造 

【評価結果】Ｂ:予定どおりの成果が得られた 

【主な意見】― 

 

３－２－１ まちの魅力発信 

【評価結果】Ｃ:一定の成果が得られた 

【主な意見】・市の魅力発信やパンフレットの配布など、事業は非常に頑張ったが、子

育て層の転入者数の減少があるため、Ｃ評価とならざるを得ない。 

 

３－２－２ 観光振興や広域交流の促進 

【評価結果】Ｃ:一定の成果が得られた 

【主な意見】・観光事業の在り方については検討が必要。 

 



平成２９年９月５日（火） １０：００～１２：００ 

5 

 

案件３ 市民政策提案制度について（政策企画推進課） 

<概要> 

この度、市民の方から「ウッドスタート宣言！関西一子育てしやすい街・生駒！ ～

木育へのチャレンジ～」と題した政策提案書が提出された。生駒市市民政策提案制度

実施要綱第６条に基づき、生駒市行政経営会議において審査し、採否を決定したい。

なお、提案内容の概要は以下のとおり。 

・木育体感イベント「木育キャラバン」の実施。「木育キャラバン」は東京の NPO 法

人が実施する３０００人の集客が見込めるイベント。 

・木育の取組を本格的に開始する「ウッドスタート宣言」を公式発表し、調印式を行

うとともに誕生祝い品事業を行う。誕生祝い品事業は、生駒へのオリジナル提案とし

て「竹のおもちゃ」を赤ちゃんに贈る取組。なお、「ウッドスタート宣言」は東京の

NPO 法人の商標。 

・総費用は約８３３万円。 

<会議での結論> 不採択 

【主な意見】 

・既に市内のＮＰＯが木育活動を行い、イベントへの出展や積み木の寄贈を無料で行

っていただいているところ。新たに費用をかけて実施する費用対効果は見いだせない。 

・３０００人規模のイベントの実施にあたり、会場及び駐車場の確保が不可能。 

・金額面から見たときに、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第１号及び生駒市

契約規則第１７条第２項の少額随意契約の範囲を超えるものであり、入札やプロポー

ザル等、一定の競争性を発揮させたうえで業者を選定すべきものである。 

・費用対効果に疑問があることや特定の業者に限られることなど、この提案をそのま

ま採択することは不可能と言える。一方で、今回の提案書を見る限り、非常に丁寧に

わかりやすく作成されおり、提案にかける想いが伝わるものである。今後のまちづく

りにおいて活躍し、力を貸してもらえるようお伝えいただきたい。 

 

案件４ その他（周知事項） 

人事評価実施マニュアルについて（人事課） 

<概要> 

・人事評価実施マニュアルについて、苦情対応の項目を変更した。 

・職務行動評価の評価シートについて、職員の仕事と生活の両立（ワークライフバラ

ンス）の文言及び自己評価点の表示を変更した。 

 

個人情報取扱事務の届出について（総務課） 

<概要> 

生駒市個人情報保護条例第６条に個人情報取扱事務の届出等の記載があり運用して

いるところ。事務数と届出数が一致していないことが懸念されるため、改めて届出の

対象事務を確認し周知を促すもの。 
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総合計画進行管理検証シートについて（政策企画推進課） 

<概要> 

総合計画審議会における総合計画の進行管理の審議が終了した。本日、その会議資料

を市ホームページに掲載する。 

 

 

新規・主要事業ヒアリングについて（政策企画推進課） 

<概要> 

１０月からヒアリングを開始する。また、ヒアリング調書の公表は昨年と同様、１２

月に行う予定。 

 

 


